
第69号
2024年1⽉9⽇発⾏

（2024年1⽉20⽇配布予定）

ときがわカンパニー合同会社は、2016年1月に設立されました。
設立目的は「ときがわ町に、人が集まり、仕事が生まれる」状態を創ることです。そのために、
「仕事を自ら創り出せる」ミニ起業家を支援し、彼らが活躍する事で、ときがわ町や近隣地域に、

どんどん新たな仕事が生み出され、人が集まってくるような状態を創れればと考えています。
皆さんのご支援よろしくお願いします。

ときがわカンパニー合同会社がやっていること

発⾏：ときがわカンパニー合同会社 ⽂責：関根雅泰（せきねまさひろ）
住所：355-0343 埼⽟県⽐企郡ときがわ町五明1083-1 電話・FAX：0493-65-5700 （すみません、外出が多い為、留守電
にメッセージをお残し頂ければ、こちらからお電話します。 ただ、メールの⽅が連絡が取りやすく、ありがたいです。）
URL： https://tokigawa-company.com/ メール：info@learn-well.com

ときがわカンパニー（同）代表の関根雅泰（せきねまさひろ）です。
月1～2回の頻度で、この「ときがわカンパニー通信」を発行し、活動の様子を、
皆さんと共有できたらと考えています。どうぞよろしくお願いします。

（右の写真は、ときがわ町役場本庁舎前にある「ときがわ町起業支援施設 ioffice」です。）

はじめに

比企起業大学・比企起業大学大学院 卒業生インタビューvol.２１
比企起業大学２３春・大学院７期 藤原あいかさん

2017年にスタートした比企起業塾。その後、比企起業大学・大学院へと進化を遂げ、卒業生は57名となりました。このコーナー
では、卒業生の声とその後の活動内容をお届けします。今回は、比企起業大学23春、大学院7期の藤原あいかさんです。

比企起業大学２３秋「１２月ゼミ」を開講しました。

●藤原さん（ときが
わ町で半農半X）
ときがわ町に半農半

Xを目指し移住。個
人向け本の作成・編
集事業をスタート。

●藤原さん（キャンプ場経営が目標）
・丹沢さんのキャンプ場開拓の手伝いに
行った。流れや法律的なことを聞けた。

・野あそび夫婦のGRIDショップにも、家族
で行った。
・シニアをターゲットにしたキャンプ場作り

がしたい。
・日本オートキャンプ講座に参加。
・YouTubeに動画をアップした。

●神山さん（ときがわでトカイナカハウス）
・トカイナカハウスでシェアキッチン部の立
ち上げ。週の何日かを貸し出し。ランチ運

営との連動性。
・ライターとしては、1日1本、昔の作品を
SNSにアップした。

・子ども向け作文教室に関しては、「やりた
いことを書くこと」の重要性を再確認。1月

からは越生でも開催。

●浅沼さん（嵐山町
でお花教室や販売）
嵐山町在住。「たぬ

きのねどこat flowers」
という屋号で、お花の
販売や教室を開講。

●金井さん（ITビジネスを検討中）
・メルマガを4通作成した。比企地域をメイ
ンに将来発行したい。

・フロントエンド、バックエンド商品の考察。
・マーケティング全体をサポートするサービ
スを検討。LP作成も視野に入れつつ。

・小川町でITサポート事業を行っている岩
崎さんに相談。

●はまちゃん（宮城でカウンセリング）
・焚き火カウンセリングを企画。
・内省、瞑想ができるサウナ事業をスタ↗

−比企起業大学に入学したきっかけは？
ときがわ町役場に行くたびに起業支援施設iofficeの存在が気

になっていました。関根さんの「小さく始めて、大きくせずに、長

く続ける」という言葉を知り、これまでの自分のスキルや経験を組
み合わせたら、何かできるのではないかと思い、入学を決めまし
た。

−今後の展望、やりたいことはありますか？
本の装丁やレイアウト以外にも、「できること」「得意」をかけ合

わせて、自分も楽しく、お客様も幸せ、さらに仕事も生み出せ

る、そんな風に仕事をしていきたいです。
現在、比企起業大学大学院で学びながら、「個人で自伝的な

本を作りたい」という方の、本の形づくりをサポートをする事業を

進めています。例えば、「記憶にとどめたい人生のかけら」「遺し
たい写真や作品」「お店をオープンするまで」など、形として「誰
かに遺しておきたい想い」ってあると思うんです。1冊の本にまと

めることで心がホッとするような、そんな本づくりができれば幸い
です。内容や製本仕様によって制作期間が大きく変わります。
お問合わせ、ご相談は［そらとときの本aikafujiwara@icloud.com］

まで、Eメールでお声かけください。

●佐藤さん（元教員。木工品を製作）
・おままごとキッチン受注2件！
・おもちゃインストラクター資格取得。

・西粟倉村の就職についてはお断りした。
・ときがわ町の工房を借りられることに。
・作りたいのは「子どもの家具」。木を選ぶ

ところから始める机など。
・家具は、リピートが難しい。課題。

2023年12月22日（金）18時～20時、比企起業大学23秋「12月ゼミ」を開講しました。講師陣、学部生との意見交換の場です。今回
は、6名の学部生全員が参加しました。

−人生の転機は？
20代の激務の中、テレビでパラグライダーを見たんです。飛行
機ではなく生身で風を受けて飛ぶのを見て「やってみたい！」と、

休日出勤の夜、休憩中に体験予約をし、翌朝にはときがわ町に
(笑)。この頃には喘息と上手く付き合っていく治療薬もあって走る
運動も可能になりました。パラグライダーで出会う仲間は職業も↗

比企起業大学大学院第７期「ゼミ（３）」を開講しました。

今月の課題本
川上昌直著
『儲ける仕組みを作るフレームワークの

教科書』

＜近況報告＞
●浅沼さん
・クリスマスリース70個達成。

・リピートが多い中、新規7名。昨年より増。
・ハガキ「たぬき通信」送付。
・コンサル1名増（計4名）。

●藤原さん
・本を開くような名刺を作成。「本を作ってく

れるんだ」と思ってもらえる。
・手製本を頼めるプロを見つけた。

＜読書会議＞
●浅沼さん
・入口、出口商品の大切さを再確認。

・価格の高いもの、安いものを明確に。
・振り返りノートの作成。
・p78 どんな用事を抱えているお客様に

どんな解決策を提案するか
・p80 顧客の支払意欲－価格＝お得感

→教室に来て、楽しく過ごすことが大事。
自分は「コト」に8割、力を入れる必要があ
ることに気づいた。

●藤原さん
・p206 規模が小さい事、資源が乏し↗

＜約束合意＞
●浅沼さん
・年間計画を立てる。

・教室のメニューを練り直し。
・お客様の取りこぼしがないように、たぬ
き通信の葉書を送り始める。

・伴走相手一人ずつから話を聞き、メ
ニュー冊子を作る。

●藤原さん
・サンプル本を作成。
・見込み客に打ち合わせ→原稿作成

2023年12月16日（土）13時30分～16時30分、比企起業大学大学院 第7期「ゼミ（３）磨き合い会」を開講しました。今期は、浅沼さ
ん（比企起業大学22秋生）と、藤原あいかさん（比企起業大学23春生）のお二人に対して、講師4名でサポートしていきます。

−比企起業大学に入って良かったことは？
地元に素敵な知り合いがたくさんできたのはもちろんですが、

「入学する」ということで成長への一歩を踏み出したという実感

があったんです。大学院への進学も「まだ早いかな？」と迷いま
したが、関根さんに背中を押していただき、進学することにしま
した。

生まれは東京都で、育ちは横浜市の
海から少し遠い北部のベッドタウンで
す。幼少期から喘息があり、走るような

スポーツは苦手。でも、年に何回か長
野にキャンプに行くような家族だった
ので、自然と触れ合うのは好きでした

ね。海より山派です(笑)。
中高が都内で、渋谷の駅に貼られて

いるポスターや広告に憧れ、美大を目

指すことを決めます。父が雑誌の編集
者だったこともあり、文字や写真を扱う

●増田さん（経営学を教える大学教員）
・「研修どうですか？」と声をかけたら、2
件ほど、スポットで仕事を頂けた。

・アンケート調査を行うので、アンケートの
設計とデータ解析をやってほしい、と受
注。

・フロントエンド商品が足りない。気軽に
試してもらえるものがない、難しい。

−自己紹介をお願いします！

＜事業会議＞
●浅沼さん
・年間計画を慎重に立てる。

・「たぬきのねどこ」の立てる「旗」がない。
今後ぶれないように考えたい。
・仕入れ値を下げるか、値段を上げるか。

・コンサルで教えることは、ライバルを作る
ようなもので、怖かったが、ずこちさんから

助言を受けた。
●藤原さん
・「用事解決ステージ」だけでなく「購入ス

テージ」も考える。
・分業（イラストレーター、製本等）につい
ては、お客様に対して、自分がワンストッ

プの存在に。
・見積もりについても要検討。

ート。これまでサウナが苦手だったが、
「整う」体験をし、「これを世の中に伝えて
いきたい！」と思った。

・東京から1時間圏内で、サウナを作りた
い。物件探しから。

いことを強みにする。
→ニーズがまばら。それをまとめる仕事。
・p208「何で幸せにしたいのか？」

→そこにたどり着くまでの距離が遠い。顧
客リストをどう作成するか。自分の仕事だ
と「カルテ」のようなもの。それを顧客リスト

代わりにしようと考えている。

仕事に自然と惹かれていったという感じですね。美大受験予備
校に通い、武蔵野美術大学造形学部の、様々なデザインを広く
学べる科で学びました。学生時代に偶然見つけたアルバイトで、

本のレイアウトや装丁を手がけるデザイン事務所に入り、デジタ
ル化過渡期のデザインサポートをしていました。

卒業後は別の印刷会社に就職し、カタログやチラシなどの

DTP業務をしていました。DTP（デスクトップ・パブリッシング）とは
デジタル技術を使用して、印刷物や出版物を制作することです。
その頃から長時間労働が当たり前で、熱が出ても締切を守る為

に出勤したことも多々ありました。次第に「自分でデザインした
い」という気持ちも芽生え、転職を意識し始めました。
思い立って、大学時代にアルバイトしていた会社に「何でもい

いので仕事ありませんか？」と、休憩時間に電話してみたんです。
即決で、社長夫人の手伝いをする形で再びデザインサポートを

させてもらえることになりました。その後数年で正社員になりまし
た。こちらも終電、タクシー帰り、会社で椅子を並べて寝たり、東
京都庁に反射する朝日を見たことも！そんな、充実しつつも過

酷な日々を送っていました。「働き方を根本的に変えなければな
らない」そう思い始めた時期でした。

多様で、20代〜70代の面白い人ばかり。人
生や考えも多様で、自分自身も豊かな気持
ちになりました。夫にも出会いました。都内

の仕事を退職し、普段飛ぶ山が近いことも
あり越生に引っ越して、自宅で、大学や医
療系の印刷物のデザインをしていました。フ

リーランスの自己管理はなんとかこなしまし
たが、やはり過労になることもありました。

3年前ついに！今のときがわ町に転居。現在は、家庭菜園をし
ながら、比企起業大学大学院に在籍、今までのスキルを活かし
た事業に向けて奮闘中です！

https://tokigawa-company.com/
mailto:info@learn-well.com


最後まで読んでくださり、ありがとうございました。
次は第70号で活動を報告します。お楽しみに！ (編集：トキノキオク舎 風間ユカ)おわりに

◎ときがわ町起業⽀援施設 iofficeでの「有料起業相談」のお申込みについて
「ときがわカンパニー」のブログに、「代表 関根の大まかなスケジュール」が出ていますので、そちらを確認の上、

「フォーム」からお申し込みください。（1回 約1時間 3,300円。 比企起業大学・大学院 関係者は、1回1,100円）
24時間、365日 いつでもお問合せ可能です。

本屋ときがわ町とは？
「本屋のないときがわ町に本屋さんを！」

という想いで2019年4月にスタートしまし
た。個人が自身の蔵書を出店者として持ち

寄り、お客さんに直接販売をして頂きま
す。
更に、今年1月に「ミニ起業家が集う場」と

して、リニューアル！本以外にもキッチン
カーやワークショップなど、出店してくださ

る方を募集しています。出店者としても、
お客さんとしても是非お気軽に
お越しください。

トキノキオク舎通信vol.19
「トキノキオク旅～小川町路地裏編～」 を開催しました！

「本屋ときがわ町」からのお知らせ

第５８回「本屋ときがわ町」を開催します！

日時：2024年1月21日（日）10時～15時
場所：起業支援施設ioffice（ときがわ町役場本庁舎前）

毎月第３日曜日は、「本屋ときがわ町」！

・出店者も、募集中！（出店料1日1,100円 比企起業大学関係者1日550円）
・気軽に、本屋のみ見に来て下さることも可能です。
・イベント参加の場合は、別途、参加費が必要になります。

・ワークショップや飲食系出店も、お気軽にご相談ください。

本屋ときがわ町の
詳細はコチラ

こんにちは！比企起業大学大学院3期卒の風間ユカです。トキノキオク舎として、日本民俗学を通し、比企地域
に残る小さな伝統行事や風習を、楽しく、分かりやすく、伝える活動を展開中！
12月16日（木）にトキノキオク旅～小川町路地裏編～を開催しました。

（トキノキオク舎 風間ユカ）

2023年12月17日（日）第57回「本屋ときがわ町」を開催しました。風が少し強い日でしたが、気持ちの良い快晴の中、たくさん
の方がいらっしゃってくださいました。

第５７回「本屋ときがわ町v.２」を開催しました。

トキノキオク舎
Instagram

（@tokinokiokusha)

本屋ときがわ町
Facebookグループ

●出店者紹介
（１）雑本のFull本屋＆トキノキオク舎
（２）本屋ときがわ町 ioffice店

（３）小麦の奴隷 ときがわ町店（パンの販売）

雲ひとつない快晴の中、小川町の路地裏をご案内しまし
た。車では絶対入れない路地裏には、小川町の歴史のカケラ
がいろんなところに隠れています。そのひとつひとつを丁寧
に、イラスト付き解説パネルで楽しくお話ししていきます。
トキノキオク旅は、持ち帰れる知識がいっぱい！参加後は、
普段のおさんぽやお出かけの中にも、発見があること間違い
なし。お気軽にご参加くださいませ。

本屋ときがわ町に、この「ときがわカンパ
ニー通信」ご持参の⽅は、本（関根の販売する
しるし⼠本の⽂庫or新書）を1冊プレゼント！

プレゼント企画！

⽐企起業⼤学総⻑の私が「⼤
切だな」「参考になる」と、線
やメモを記⼊した世界に1冊し
かない「しるし」の⼊った本で
す。ビジネスの参考にいかがで
しょうか？（本の種類によって
は、しるしの⼊っていないもの
もあります）

●焚き火を囲む会 山里灯 ノリコさん＠ときがわ町
比企大21期ノリコさんが、焚き火でポップコーン体験をしてくださ
いました。パチパチと弾ける音に、子ども達も大喜び！

比企起業大学大学院BBQ会議(ときがわ町)を実施しました。
 2023年12月10日（日）11時～16時＠ときがわカンパニー顧問Iさん宅で、比企起業大学大学院「BBQ会議」を実施しました。比企

起業大学大学院在学生や卒業生、講師が集まりました。

当日、ときがわ町にあるIさん宅に訪れ
ると、既にBBQの用意が！比企起業大
学大学院2023年度第7期生の浅沼さん、

藤原さんを中心に続々と集まってくる比
企起業大学・大学院の卒業生たちを、Iさ
んご夫婦が温かく迎えてくださりました。

ピザに煮物、自家製落花生など、Iさん
奥様によるお料理が次々に私たちの目
の前に運ばれ、子供たちも大喜び！お

いしいお料理とドリンクを片手に、楽しい
ひと時を過ごさせていただきました。

活動内容は、皆それぞれですが、こうし

て集まって、相談しあったり、励ましあっ
たりできる仲間がいるのは本当にありが

たいです。
Iさんご夫婦のお二人。素敵な時間を

本当にありがとうございました！今後とも

よろしくお願いします！

●金ゴマすりワークショップ かほりの 根岸さん＠鳩山町
比企大22期の根岸さんが、ご自身の畑で採れた金ゴマを使っ

た「金ゴマすりワークショップ」をしてくれました！実際にゴマを

炒って、ゴリゴリとすると、ふんわりと香ばしい良いかおりがしま
す！すったゴマをみたらし団子にかけて食べました。絶品！

トキノキオク旅のスケ
ジュールや申し込みは
Instagramへ！

●比企起業大学 無料説明会
ときがわ町在住の方が、比企起業大学の説明会に出席してく
ださいました。講師の風間さんから説明。他の比企起業大学メ

ンバーとも交流されていました。

●法政大学GMBA学生の皆さんと女性ミニ起業家との座談会
法政大学グローバルMBAときがわチームの皆さんが来てくれ

ました！起業×女性をテーマに共同研究に取り組んでいます。

この日はミニ起業家の女性の皆さんにインタビュー。女性の働き
方とそれに関する各国の社会環境について意見交換を行いまし
た。

＜本屋ときがわ町に来てくださった方々＞


